
14．学術委員会報告

第１２回日本数学会国際研究集会「特異点論と

その応用」に開催について

(12th MSJ-IRI, "Singularity theory and

its applications")

●日時：2003年9月16日～9月25日（20, 21日休

日）

●場所：札幌コンベンションセンター

●主催：日本数学会

●組織委員会：組織委員：石川剛郎（北大），

泉屋周一（代表，北大），佐野貴志（北海学園

大），島田伊知朗（北大)，

学術委員：J. Damon (Chapell-Hill), 福田拓

生 (日大文理)，S. Janeczko (Warsaw)，岡睦

雄 (都立大)，M. A. Ruas(Sao Carlos)，斎藤

恭司 (京大数理研)，D. Siersma (Utrecht),

C. T. C. Wall (Liverpool)，V. Zakalyukin

(Moscow)

アドバイザー：廣中平祐

●主要講演予定者：３時間講演： 廣中平祐

(Tokyo)，A. Parsinski (Angers)，W. Veys

(Leuven)，M. Kazarian (Moscow)，(交渉中：

B. Teissier (Paris)）

１時間講演：S. Gusein- Zade (Moscow)，P.

Pushkar (Paris)，石井志保子（東工大），河

野俊丈（東大），寺尾宏明（都立大），佐伯修

（九州大），真島秀行（お茶大）このほか組織

委員会のメンバーを含む参加予定者から選考中．

ホームページアドレス●

http://www.math.sci.hokudai.ac.jp/ sing/~

●その他：研究集会に附随して９月２０日午後

に市民講演会を予定しています．講演者は，真

島秀行（お茶大）とI. Porteous (Liverpool)

の予定です．

●連絡先：泉屋 周一, 北海道大学大学院理学

研究科

e-mail: sing@math.sci.hokudai.ac.jp

第14回日本数学会国際研究集会のテーマ公募に

ついて

第14回日本数学会国際研究集会のテーマ公募

を行っております．開催期間は2005年４月から

2006年度３月で，応募締め切りは2003年5月7日

ですのでふるってご応募ください．公募の概要

と応募用紙は本号に掲載されています．

（学術委員会委員長 齋藤政彦記）


